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 外部から受ける刺激から我々の身体を守る機能(いわゆる皮膚バリア機能)に関して、皮膚角層
細胞間脂質の組成や炭化水素鎖の側方充填配列構造(特にオーソロンビック構造)が重要な役割
を果たすということが示唆されている。この皮膚バリア機能を解明するために、これまでヒトや
ブタなど哺乳動物の生体角層を用いて細胞間脂質の研究が行われてきたが、2009年より EUで
は化粧品の原料における動物実験が禁止され、動物実験に代わる代替法が求められている。また、
生体角層を用いた実験ではケラチン由来の散乱が細胞間脂質の構造解析を複雑にしている。こう
した要因から、皮膚角層細胞間脂質を構成している、セラミド、コレステロール、遊離脂肪酸を
用いて、人工的に作製された皮膚角層細胞間脂質モデルが必要とされている。これに関して、
J.A.Bouwstraらのグループによって生体のヒト皮膚角層細胞間脂質の構造や特定の温度帯にお
ける安息香酸のモデル膜透過能を再現した皮膚細胞間脂質モデルが作製された[1][2]。しかしこ
のモデルは、ブタの皮膚角層細胞間脂質の組成を模倣した構成成分で作製されているため、高価
で入手困難な多種類のセラミド、遊離脂肪酸を必要とし、容易にこのモデルを作製することはで
きない。 
 本研究では、使用する試薬の種類を絞り(1つの皮膚細胞間脂質モデルにおいて使用するセラ
ミドと脂肪酸はそれぞれ 1種類ずつとした)、π－A法、滴下法、スプレー法の 3つの手法により
皮膚細胞間脂質モデルを作製し、その構造を電子線回折法を用いて評価した。 
 結果として、生体のヒト皮膚角層から得られる電子線回折像に最も似た回折像が得られたモデ
ル膜作製手法はスプレー法であった。 
 上記の結果に基づいて、スプレー法を用いてセラミド、コレステロール、遊離脂肪酸の 3成
分からなる皮膚細胞間脂質モデル膜系を作製し、炭化水素鎖の側方充填配列構造の遊離脂肪酸の
鎖長や比率に対する依存性を解析した。これより、ある一定の遊離脂肪酸鎖長、比率を境にして
オーソロンビック構造が現れたことを示唆する結果が得られた。得られた結果に基づいて、遊離
脂肪酸鎖長、比率が皮膚細胞間脂質モデルの炭化水素鎖の側方充填配列構造にどのように関わっ
ているか議論する。 
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